市民会議に対する意見書　　　　（平成２０年１１月４日）
主題　　　読み難い「会議の概要」を、
理解し易い記述にする提案　
提出先　　代表、策定委員会、幹事会、等
提案者　　<４番>　石渡　正也

　現在、配布されている「会議の概要」は、手間暇が掛かっている割には読み難く、理解し辛い。作成の基準を変へれば、劇的な改善が期待出来ると信じるので、以下に具体案を提示する。

　

要は、発言者の姓・役名を明示する。誰が、どういう立場で物を言っているかを、はっきりさせる。以上に尽きる。
会合の進行側の席に座る者には、役割名を付ける。例へば議長、司会。代表・策定委員長等の立場で答弁・発言すれば、その旨も記す。
策定委員会・幹事会の場合は此れで良しとしても、全体会・全体討議等の場合は、少し事情が異なるとも考えられる。一般の会員の扱いが、「役員」と同等でも可なのか。提案者・石渡は、一般の会員も同様に姓を出せば良いと考える。税金を使い、市政に些かでも影響を及ぼすべく発言する以上、逃げ隠れすべきではない。但し目下の現実の問題としては、個人情報を云々して慎重な対応を求める声が皆無ではないとも思はれる。当面のところは此れに配慮し、柔軟に対応すべきであろう。
一刻も早く、本提案が実現されるよう手続きを執って戴きたい。

＊＊＊
最後に念を押してお願いしておきます。本「石渡意見書」は、必ず市民会議全構成員に漏れなく配信・配布されますようご手配下さい。蛇足ながら当意見書は、第５１回全体会に向け、十分な時間的余裕を確保して発信しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
